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経済

環境

事業者名 株式会社　熊日会館

　株式会社熊日会館は、「びぷれす熊日会館」の管理・運営を行う会社です。熊本市中心部に位置しており、熊本の街の賑わい
創出を念頭に、びぷれす熊日会館の理念である情報発信を行い、文化の交流拠点として、この街を訪れる人々に楽しんでい
ただけるよう運営を行っています。観光や商業の拠点として、安心・安全を第一に施設管理を行い、持続的なまちづくりへ貢
献していきたいと思います。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

環境配慮の強化として、廃棄物の適正処理やリサイクルの徹
底、ペーパーレス化を加速させる。設備機器においては、
CO2排出削減や省エネルギー化を目的として、施設内の
LED化を更に進め、高効率機器やトップランナー機器を積
極的に採用していく。

安心・安全な建物運営を引き続き徹底するとともに、安全教
育や資格取得支援を通じた人材育成を推進する。また、地域
活動や防災訓練の主催などを通じて、社会貢献に寄与する。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をその
まま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

　株式会社熊日会館は、地元メディアである熊本日日新聞社の関連会社です。また、びぷれす熊日会館は「新聞発祥の地」に
建設された複合大型施設です。コンセプトの「文化と情報の交流拠点」として情報発信を行い、当館に入居している、ホテル日
航熊本、熊本市現代美術館、鶴屋百貨店New-S、熊本公徳会武道場、熊日生涯学習プラザ、びぷれすイノベーションスタジ
オ、それぞれの施設の特性を活かしながら魅力的な街づくりに貢献していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

･CO2の排出の削減につながるよう、建物全体のLED化、また設備機
器の更新は、高効率機器、トップランナーの機器を取り入れる。

・熱源機器更新では高効率機器を導入。
建物内のLED化で第２種エネルギー管
理指定工場から外れる。
・毎年CO2の排出3％削減を目標とす
る。

・びぷれす熊日会館建物は、商業施設、ホテル、美術館、カルチャー教
室、武道場、レンタルスペース、コワーキングスペースと衣食住が満た
される建物です。各施設に多くの人が行きたくなる魅力的な建物であ
り、再来訪したくなるよう街づくりを行う。

社会

経済

環境

社会

経済 60％

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、
それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）
の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・街の魅力を新聞や媒体を使って紹介
する。
・１階の広場を利用して熊本県内外の物
産展の催しを月１０回は行う。

前期の指標に対する実績

・安心・安全な建物運営を行い、また、中心市街地に開かれた広場や通
路など公共空間を確保し、歩行者や交通の利便に寄与していく。地域
と街の活性化に協力して熊本の中心市街地の未来永劫に続く街づくり
をする。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

・安心・安全な建物運営を継続して行っており、特に事故もなく運用で
きた。
・半屋外スペース（びぷれす広場）で行われる催事では、地方から中心
市街地に向けての情報発信に力を入れた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 各施設をきれいに保つことを心掛け、整備も十分行っており、連日来
訪されるお客様に満足していただいている。

クリスマス時期に館内で２日間「ガラポ
ン抽選会」を開催し、1,000名程度の参
加があった。

a ・建物のLED化は計画的に進んでいる。
・設備機器は高効率機器（ヒートポンプチラー）への更新を実施した。

項目 社員の安全教育及び資格取得支援

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

新たなDXやIoT技術を活用し、設備管理業務の効率向上や
更なるコスト削減を図る。また、地元企業などとの公正な取
引を通じて、地域とともに成長する持続可能な経営を推進
する。

現状（2024年） 更新時（3年後）

CO2排出量3％削減を達成した。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

40％

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

テナントと共に年２回のイベントを行
い、イベントにおいて、いろんな施設に
足を運んでもらう。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

物産展などの催しは月１０日開催を達
成した。

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 建物のLED化への取り組み

現状（2024年） 更新時（3年後）

70％

50％ 80％

項目 業務効率化新技術の導入

90％


